
武雄市＋佐賀大学連携公開講座 

男女がのびのびと暮らせるまちづくりを考えるⅡ 受講者募集 

女性と男性が、機会や役割をともに分かち合い、伸びやかに活躍できるような暮らしやまちづくりに向けて何

が必要かを一緒に考えてみませんか。全３回の講座をすべて受講された方には、佐賀大学学長名の「修了証書」を贈呈します。 

 

第１回 １０月２４日（水） 第２回 １０月３０日（火） 

 

 

 

 

佐賀大学文化教育学部講師 相原征代さん 

 

 

 

 

佐賀大学文化教育学部准教授 吉岡剛彦さん 
 
社会にはジェンダー規範（男・女はこうあるべきという姿 

の社会的規定）が存在します。その規範は、若い人たち 

のカップル行動（自由恋愛、結婚、出産等）にも深く根を 

下ろしています。変化の激しい日本社会においても意識は 

それほど変わっていないのです。ただ、急激に変化した現 

代社会の状況と旧来の恋愛行動に関する意識とがそぐわない

場合があり、それが「恋愛・結婚の悩み」となって現れます。 

 

この講習は、架空の女性の 

「人生･恋愛相談」に答える、 

という形式をとりながら現代 

日本社会の恋愛観を分析し、 

「結婚適齢期」の男女に多く 

見られる「恋愛･結婚をめぐ 

る悩み」を読み解きます。 

 

 

 
男女共同参画や男女平等といえば、女性の立場の向上を 

めざすもので、そのぶん男性側は、それまでの優越的地位 

（いばっていられた）や既得権（ラクしていられた）を奪 

われるのではないか、と警戒する声も聞かれます。確かに、

そういう側面もありますが、他方で男性にとっても「肩の力

を抜いて」暮らせる大きなメリットがありそうです。 

 

男女共同参画社会の基本発想を 

再確認しながら、それが男性 

（そして女性）にとって、 

いかに“おトクな”社会なの 

かを共に考えます。 

 

 

 
－ ３講座とも  

時 間  

１９時３０分～２１時００分 
会 場  

武雄市役所 １階会議室 
（佐賀県武雄市武雄町大字武雄 1-1） 

 

申 込 方 法 

  事前に電話かメール、Faxで、①講座名「男女共同参

画公開講座」、②希望する講座（開催日）、③受講者

名、④連絡先 を男女参画課にご連絡ください。ただし、

定員に空きがある場合には、事前予約がなくとも当日参

加も可能です。   

 

主催・申込み・問い合わせ  

武雄市 つながる部 男女参画課 

電話 0954-23-9141 

FAX  0954-23-3816 

    メール danjyo@city.takeo.lg.jp 

日本的恋愛の「カタチ」 
-恋愛と結婚をめぐる悩みを通じて- 

第３回 １１月６日（火） 

食にみる生と死の旅路 
─母は私の老い先案内人─ 

 

佐賀大学文化教育学部教授 水沼俊美さん 
 
大学卒業後 40 年というときが流れた。「食」も大きく変化。

私も子育てに何万回も食事をつくった。そして、 

子どもが巣立つと、今度は母の介護が始まった。 

職場と故郷は遠距離。この 5年間で地球を一周した。 

認知症の母が、私「てづくりのみそ汁」を口にしてみせる 

笑顔に救われる。 

 

毎日、母がつくってくれたみそ汁と 

ぬか漬けで、私はしっかり健康をもらった。 

もちろん、亡父の晩酌の肴も 

ぬか漬け。 

今、感謝しながら、 

やるせなく高齢の母を 

ながめる。 

 

 

 

 

 

男女共同参画社会で、 

男はソンする？トクする？ 
 

※参加無料  ※1回のみの受講可能 

 


